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ビ
ジ
ネ
ス
は
よ
く
戦
争
に
例
え
ら
れ

る
。
物
流
を
表
す
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は

も
と
も
と
兵
た
ん
の
意
味
だ
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
な
ど
軍
事
用
語
が
飛
び
交

う
。
戦
争
に
お
け
る
目
標
地
点
を
制
圧

す
る
こ
と
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
お

客
さ
ま
ま
た
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
標
的
を
落

と
す
こ
と
は
プ
ロ
セ
ス
が
似
て
い
る
。
そ
の
あ

た
り
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
▼
ビ

ジ
ネ
ス
は
生
死
こ
そ
賭
し
て
は
い
な
い
が
、
勝

ち
負
け
ひ
と
つ
で
天
国
と
地
獄
を
味
わ
い
、
悲

喜
こ
も
ご
も
さ
ま
ざ
ま
に
感
情
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
。
結
局
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
人
に
よ
る
本
気
の
戦

い
で
あ
り
、
毎
日
が
戦
場
。
勝
ち
た
い
／
負
け

た
く
な
い
、
や
る
か
や
ら
れ
る
か
、
や
ら
な
け

れ
ば
自
分
が
や
ら
れ
る
。
そ
ん
な
世
界
だ
か
ら

戦
争
に
例
え
ら
れ
る
の
も
当
然
だ
▼
と
は
言
え

令
和
に
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
々
の

意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
。
例

え
ば
「
共
創
」
と
い
っ
た
言
葉
や
取
り
組
み
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
り
、
持
続
可
能
性
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
と
い
っ
た
要
素
も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
物
が
不
足
し
、
作
れ
ば
売
れ
た

時
代
で
あ
り
、
パ
イ
を
奪
い
合
う
激
し
い
生
存

競
争
だ
っ
た
。
し
か
し
今
は
も
の
が
あ
ふ
れ
、

パ
イ
の
残
り
も
少
な
く
、
相
手
を
倒
し
て
勝
ち

取
る
と
い
う
よ
り
も
、
市
場
の
生
命
力
を
見
な

が
ら
、
ほ
ど
ほ
ど
に
収
益
を
上
げ
る
方
向
へ
と

シ
フ
ト
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
は
生
命
を
奪
い
合
う
戦
争
か
ら
、
競
い
合
っ

て
昇
華
す
る
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
的
な
側
面
を
見

せ
始
め
て
い
る
。
「
殴
り
合
い
」
か
ら
「
競
い

合
い
」
へ
。
こ
の
変
化
が
ど
う
影
響
を
与
え
る

の
か
。
注
目
だ
。

ビジネスは戦争から競技へ 殴り合いから競い合いへ 新たなスタイルに進化

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
７
９
号
は
10

月
２
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。オー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

ク
レ
ス
コ
・
ジ
ェ
イ

キ
ュ
ー
ブ
に
株
譲
渡

高
木
シ
ス
テ
ム

　
高
木
シ
ス
テ
ム
（
東
京
都

大
田
区
、
資
本
金
３
７
４
０

万
円
）
は
、
２
０
２
４
年
10

月
１
日
付
で
、
ク
レ
ス
コ
・

ジ
ェ
イ
キ
ュ
ー
ブ
（
東
京
都

港
区
）
に
株
式
の
１
０
０
％

を
譲
渡
す
る
。
高
木
シ
ス
テ

ム
の
業
務
は
現
状
通
り
継
続

す
る
。

ク
レ
ス
コ
・
ジ
ェ
イ
キ
ュ

社
長
に
武
市
氏
就
任

10
月
か
ら
社
名
変
更

共
立
継
器

　
共
立
継
器
（
長
野
県
諏
訪

郡
下
諏
訪
町
）
は
、
追
分
泰

社
長
が
代
表
取
締
役
会
長
に

就
き
、
武
市
里
枝
氏
が
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
10
月

１
日
か
ら
社
名
を
「
Ｗ
ａ
ｓ

ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
株
式
会
社
」
に
変

更
す
る
。

　
同
社
は
、
１
９
６
０
年
に

設
立
し
、
25
年
に
創
立
65
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
社

名
を
ブ
ラ
ン
ド
名
の
「
Ｗ
ａ

ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
（
ワ
シ
オ

ン
）
」
と
統
一
す
る
も
の
。

社
名
の
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ

は
、
天
高
く
飛
翔
す
る
空
の

王
者
「
鷲
」
（
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ

ｉ
）
と
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製

品
の
開
発
製
造
に
取
り
組
む

「
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
　
Ｏ
ｎ
ｅ
」

（
Ｏ
Ｎ
）
に
由
来
す
る
。

０
社
以
上
で
導
入
実
績
を
有

す
る
。

　
高
木
シ
ス
テ
ム
の
24
年
３

月
期
の
売
上
高
８
億
６
３
０

０
万
円
、
営
業
利
益
１
億
３

０
０
０
万
円
。

ク
レ
ス
コ
・
ジ
ェ
イ
キ
ュ

ー
ブ
の
株
式
取
得
価
格
は
７

億
４
０
０
０
万
円
。

歴
史
振
り
返
り
次
の
100
年
へ

日
本
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
発
信
地

三菱電機 名古屋製作所 設立100周年
１
９
２
４
年
に
三
相
モ
ー
タ

製
造
工
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　
三
菱
電
機
は
１
９
２
１
年

に
設
立
さ
れ
、
名
古
屋
製
作

所
は
１
９
２
４
年
に
三
相
モ

ー
タ
等
の
生
産
工
場
と
し
て

稼
働
を
開
始
。
敷
地
面
積
は

30
万
６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
建
物
の
延
べ
床
面

積
は
25
万
２
０
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
。
現
在
は
シ
ー
ケ
ン

サ
や
サ
ー
ボ
、
イ
ン
バ
ー

タ
、
表
示
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

産
業
用
Ｐ
Ｃ
な
ど
制
御
・
駆

動
機
器
の
開
発
・
製
造
を
担

い
、
３
５
０
０
人
あ
ま
り
が

働
い
て
い
る
。

　
分
工
場
と
し
て
三
相
モ
ー

タ
の
製
造
を
担
当
す
る
愛
知

県
新
城
市
の
新
城
工
場
が
あ

り
、
現
在
建
設
中
で
２
０
２

５
年
稼
働
開
始
予
定
の
尾
張

旭
の
新
工
場
も
名
古
屋
製
作

所
の
分
工
場
と
し
て
サ
ー
ボ

の
製
造
を
担
う
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
今
で
こ
そ
シ
ー
ケ
ン
サ
や

サ
ー
ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど

Ｆ
Ａ
制
御
機
器
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
戦
前
戦
後
に
は

扇
風
機
や
冷
蔵
庫
な
ど
家
庭

用
電
気
機
器
、
エ
レ
ベ
ー
タ

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
、
ノ
ー
ヒ

ュ
ー
ズ
遮
断
器
、
電
磁
ク
ラ

ッ
チ
ブ
レ
ー
キ
な
ど
幅
広
く

　
三
菱
電
機
の
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
生
産
拠
点
で

あ
る
名
古
屋
製
作
所
が
、
２
０
２
４
年
９
月
１
日
に
開

業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
共

に
、
注
力
製
品
で
あ
る
シ
ー
ケ
ン
サ
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

の
製
造
工
程
を
公
開
し
た
。

リ
タ
ー
ル
は
、
神
奈
川
県

足
柄
上
郡
に
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
や
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
が

制
御
盤
の
設
計
・
製
造
連

携
、
製
造
の
自
動
化
・
効
率

化
を
体
験
し
、
実
証
す
る
施

設
と
な
る
「
リ
タ
ー
ル
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
11
カ
国
に
展
開
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
既
設
の

物
流
拠
点
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

改
修
し
、
シ
ス
テ
ム
整
備
や

自
動
加
工
機
な
ど
新
た
な
設

備
を
導
入
し
て
開
設
。
リ
タ

ー
ル
と
Ｅ
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
の
ソ
リ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設

神
奈
川
県

足
柄
上
郡

制
御
盤
Ｄ
Ｘ
体
験

リタール

際
に
そ
の
現
場
を
見
る
た
め

に
は
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
や

Ｓ
Ｐ
Ｓ
ま
で
来
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
今
日
か
ら
は
こ
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

リ
タ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
マ
ー
カ
ス
・
ア
ッ

シ
ュ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
い
ま
世
界

は
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、

効
率
化
、
経
済
性
、
ク
リ
ー

ン
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
例
え
ば
電
気
自
動
車
を

普
及
さ
せ
る
に
は
も
っ
と
電

気
が
必
要
に
な
る
。
制
御
盤

の
産
業
は
今
後
も
成
長
が
予

想
さ
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る

に
は
協
力
し
合
っ
て
生
産
性

を
高
め
、
価
格
を
下
げ
、
省

人
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
の
た
め
に
顧
客
の
プ

ロ
セ
ス
を
最
適
化
す
る
の
が

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
あ

り
、
そ
こ
で
必
要
な
の
が
標

準
化
だ
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る

こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
を
見

ら
れ
る
の
が
こ
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
。
こ

の
施
設
で
は
、
お
客
さ
ま
に

体
験
し
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
私
た
ち
が
お
客
さ
ま
か

ら
学
ぶ
場
で
も
あ
る
。
い
た

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
連
携
し
、
制

御
盤
の
設
計
か
ら
製
造
ま
で

を
デ
ー
タ
で
つ
な
ぎ
、
そ
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
製
造
工
程

を
機
械
化
・
自
動
化
し
、
生

産
性
を
向
上
す
る
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
一
連
の
現
場
プ

ロ
セ
ス
を
展
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
持
ち
込
み
設
計
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
筐
体
の
穴

あ
け
加
工
や
電
線
加
工
、
デ

ジ
タ
ル
指
示
書
と
い
っ
た
製

造
の
自
動
化
や
デ
ジ
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
実
際
に
体
験
・
検

証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
現
場
に
は
、
盤
筐
体
の
穴

あ
け
や
ね
じ
切
り
、
フ
ラ
イ

ス
加
工
が
１
台
で
で
き
る
専

用
加
工
機
「
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ

ｅ
ｘ
　
Ｍ
Ｔ
ミ
ー
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
、
電
線
の
切
断

か
ら
フ
ェ
ル
ー
ル
端
子
の
圧

着
ま
で
１
台
で
行
う
全
自
動

電
線
加
工
機
「
Ｗ
Ｔ
　
Ｃ
ワ

イ
ヤ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
実
機

が
あ
る
ほ
か
、
制
御
盤
の
部

品
組
み
付
け
作
業
の
指
示
を

表
示
す
る
Ｅ
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ
、
配
線
指
示
を
行
う
Ｅ

ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　

Ｗ
ｉ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
の
組
み
立
て

・
配
線
の
効
率
化
シ
ス
テ
ム

も
整
備
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
使
っ
た
製
造
工
程
の
自
動

化
、
効
率
化
の
プ
ロ
セ
ス
が

再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
開
設
に
あ
た
っ
て
リ
タ
ー

ル
日
本
法
人
の
新
岡
卓
社
長

は
「
制
御
盤
業
界
の
課
題
解

決
や
国
内
で
も
の
づ
く
り
を

残
す
た
め
に
は
生
産
性
向
上

が
必
要
で
あ
り
、
設
計
と
製

造
の
デ
ジ
タ
ル
連
携
が
必
須

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実

だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、
よ

り
最
適
な
製
品
開
発
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
糧
と
し
た
い
」

と
し
た
。

リ
タ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
の
、
ハ
ビ
エ
・
マ
リ
ア
・

ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ロ
ペ
ス
　
ア

ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
副
社
長

は
、
「
日
本
に
ア
ジ
ア
初
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
た
理
由
は
、
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
、
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
圧
倒
的
に
生
産
性

を
高
め
、
プ
ロ
セ
ス
を
改
善

で
き
る
。
９
月
の
日
本
に
続

き
、
11
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
２
０
２
５
年
に
は
韓

国
、
イ
ン
ド
、
中
国
に
開
設

し
、
５
年
後
に
は
ア
ジ
ア
す

べ
て
の
国
々
で
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
だ
」
と
し
た
。

　
Ｅ
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
の
井
形
哲
三

社
長
は
、
「
い
ま
ま
で
職
人

が
配
線
加
工
ま
で
や
っ
て
い

た
部
分
を
人
口
減
少
社
会
の

な
か
で
、
ど
う
や
る
か
が
業

界
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て

今
ま
で
は
想
像
し
に
く
か
っ

た
が
、
今
日
か
ら
は
こ
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
実
際
の
機
械
が
あ
り
、
プ

ロ
セ
ス
を
見
ら
れ
る
の
で
ピ

ン
と
く
る
と
思
う
。
い
ま
は

ト
ー
タ
ル
で
生
産
性
を
ど
う

上
げ
る
か
と
い
う
時
期
に
き

て
い
る
。
ど
う
組
む
の
か
と

い
っ
た
デ
ー
タ
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
盤
メ
ー
カ
ー
は
楽

に
な
り
、
生
産
性
は
大
き
く

向
上
す
る
。
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
、
盤
メ
ー
カ
ー
、
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
に
と

っ
て
も
う
れ
し
い
仕
組
み
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
訴
求
し

て
い
く
」
と
し
た
。

リ
タ
ー
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
住
所
は
、

〒
２
５
８
―
０
０
１
５
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
山
田

２
１
０
０
。
見
学
や
利
用
を

受
け
付
け
て
い
る
。

ー
ブ
は
、
ク
レ
ス
コ
の
子
会

社
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ｉ
ビ
ジ
ネ
ス

・
サ
ー
バ
ー
で
稼
働
す
る
人

事
・
給
与
・
経
理
・
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
強
み
を

持
つ
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
。

　
高
木
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
バ
ー

で
稼
働
す
る
販
売
物
流
シ
ス

テ
ム
「
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
を
ベ
ー

ス
に
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
電
気
・
電
子

部
品
・
電
設
資
材
・
機
械
部

品
業
界
を
中
心
に
国
内
１
０

武市里枝社長

開
発
・
生
産
を
担
っ
て
お

り
、
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
事

業
を
育
成
し
て
か
ら
他
製
作

所
に
移
管
し
、
同
社
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
か

ら
名
古
屋
製
作
所
は
「
母
な

る
名
古
屋
製
作
所
」
と
し
て

特
別
な
工
場
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
事
業
の
中
核
拠
点
へ

　
１
９
７
８
年
に
シ
ー
ケ
ン

サ
の
生
産
開
始
と
鎌
倉
製
作

所
か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
移
管
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
本
格
的
に
Ｆ

Ａ
関
連
製
品
の
事
業
化
が
進

展
。
１
９
７
９
年
に
レ
ー
ザ

ー
加
工
機
、
１
９
８
１
年
に

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
イ
ン
バ

ー
タ
、
１
９
８
３
年
に
Ａ
Ｃ

サ
ー
ボ
の
生
産
を
開
始
し
、

現
在
の
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業

の
中
核
拠
点
と
し
て
の
基
礎

を
築
い
た
。
そ
の
後
、
１
９

９
２
年
に
表
示
器
、
１
９
９

６
年
に
基
板
穴
あ
け
用
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
と
事
業
を
拡

大
。

　
２
０
２
１
年
に
は
名
古
屋

製
作
所
敷
地
内
に
産
業
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
製
作
所
を
設

立
。
名
古
屋
製
作
所
か
ら
Ｃ

Ｎ
Ｃ
や
放
電
加
工
機
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
の
開
発
・
製
造

を
移
管
し
、
現
在
は
Ｆ
Ａ
シ

ス
テ
ム
と
産
業
メ
カ
ト
ロ
を

分
け
て
領
域
を
特
化
さ
せ
る

こ
と
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
外
需
要
の
増
加
に
と
も

な
っ
て
名
古
屋
製
作
所
の
生

産
力
増
強
、
海
外
生
産
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
。
１
９
９

７
年
に
は
名
古
屋
製
作
所
内

に
Ｆ
Ａ
制
御
機
器
生
産
棟

（
Ｅ
２
）
が
完
成
、
中
国
の

三
菱
電
機
大
連
機
器
で
生
産

を
開
始
し
、
２
０
１
１
年
に

は
中
国
に
三
菱
電
機
自
動
化

機
器
製
造（
常
熱
）を
設
立
。

２
０
２
３
年
に
は
イ
ン
ド
の

新
工
場
で
Ｆ
Ａ
制
御
機
器
の

生
産
を
開
始
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
は
製
造
業
Ｄ

Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
工
場
や
製
造
現
場
に

お
け
る
生
産
性
向
上
が
盛
ん

に
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
名
古

屋
製
作
所
は
２
０
０
３
年
に

デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
の
元

祖
と
も
言
う
べ
き
「
ｅ
―
Ｆ

＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
を
発
表
。

20
年
以
上
前
か
ら
Ｆ
Ａ
と
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
工

場
運
営
を
提
唱
し
、
い
ち
早

く
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

　
次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
、
田
中
貴
久
名
古
屋
製
作

所
所
長
は
「
社
会
の
変
化
が

激
し
く
、
複
雑
化
し
、
社
会

課
題
も
困
難
な
も
の
に
当
た

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
避

け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
先
日
発
表
し
た
デ
ジ

タ
ル
基
盤
Ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ

ｅ
を
通
じ
て
、
Ｆ
Ａ
領
域
で

も
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献

し
て
い
く
。
デ
ジ
タ
ル
化
や

Ｄ
Ｘ
を
始
め
る
た
め
に
デ
ー

タ
収
集
や
活
用
と
い
う
最
初

が
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
多
く
、
そ
れ

を
早
く
解
決
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
１
０
０
年
に
向
け
て
デ

ジ
タ
ル
先
鋭
化
さ
れ
た
製
品

を
使
っ
て
い
く
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
制
御
技
術
を
中
心
に
継

承
し
、
次
に
来
る
製
品
を
生

み
出
す
た
め
に
オ
ー
プ
ン
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
作

る
。
進
化
と
対
策
の
両
輪
を

生
み
出
し
な
が
ら
次
の
１
０

０
年
を
切
り
開
い
て
い
く
」

と
話
し
た
。

自
動
化
、
作
業
支
援
を

活
用
し
生
産
性
を
向
上

シ
ー
ケ
ン
サ
と
サ
ー
ボ
の

製
造
現
場
も
公
開
さ
れ
、
シ

ー
ケ
ン
サ
は
２
０
１
３
年
に

竣
工
し
た
６
階
建
て
の
Ｅ
４

工
場
で
製
造
。
月
産
30
〜
40

万
台
の
生
産
能
力
が
あ
り
、

１
０
０
０
機
種
を
受
注
に
応

じ
て
フ
レ
キ
ブ
ル
に
生
産
す

る
た
め
、
面
実
装
ラ
イ
ン
だ

け
で
１
日
１
５
０
回
の
生
産

機
種
の
切
り
替
え
を
行
い
対

応
し
て
い
る
。
６
階
は
17
本

の
ラ
イ
ン
で
プ
リ
ン
ト
基
板

へ
の
チ
ッ
プ
部
品
の
自
動
実

装
を
行
い
、
実
装
さ
れ
た
基

板
の
搬
送
は
Ａ
Ｍ
Ｒ
が
定
期

的
に
出
荷
場
に
運
び
出
す
全

自
動
搬
送
を
採
用
。
５
階
で

は
追
加
の
部
品
を
人
の
手
で

は
ん
だ
付
け
し
、
セ
ル
生
産

ラ
イ
ン
で
組
み
立
て
、
ね
じ

締
め
を
し
、
検
査
し
て
包
装

し
て
出
荷
。
セ
ル
生
産
ラ
イ

ン
で
は
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
表
示
器
に
作
業

指
示
を
表
示
し
、
部
品
の
取

り
出
し
ガ
イ
ド
機
能
な
ど
で

作
業
員
の
ミ
ス
防
止
と
効
率

化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
シ
ー
ケ
ン
サ
の
ベ
ー
ス

ユ
ニ
ッ
ト
の
組
み
立
て
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
全
自
動
化

ラ
イ
ン
が
担
当
。
ユ
ニ
ッ
ト

の
組
み
立
て
と
ね
じ
締
め
を

ロ
ボ
ッ
ト
が
担
っ
て
い
る
。

サ
ー
ボ
は
Ｗ
３
工
場
で
製

造
。
ロ
ー
タ
ー
と
ス
テ
ー

タ
、
エ
ン
コ
ー
ダ
を
組
み
立

て
、
梱
包
し
て
出
荷
し
て
い

る
。
ま
た
製
造
業
と
ゲ
ー
ム

を
か
け
あ
わ
せ
て
、
作
業
者

が
自
身
の
ア
バ
タ
ー
を
成
長

さ
せ
て
ス
キ
ル
を
可
視
化
す

る
「
Ｆ
ｕ
ｎ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｙ
（
Ｆ
Ｆ
Ａ
）
」
を
導
入

し
、
作
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
る
。

社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
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平
成
で
足
踏
み
状
況
に
あ
っ

た
国
内
総
生
産
は
、
令
和
に
入

っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
上
昇
し
、

よ
う
や
く
６
０
０
兆
円
の
大
台

を
超
え
た
。

　
日
本
の
高
度
成
長
が
始
ま
っ

て
い
た
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
頃
は
国
内
総
生
産
は
30

兆
円
の
規
模
で
あ
り
、
日
本
企

業
の
大
半
は
中
小
企
業
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
頃
の
電
気
業
界
も
、
重

電
メ
ー
カ
ー
や
大
き
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
家
電

や
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
を
除
け

ば
、
大
半
は
中
小
メ
ー
カ
ー
で

あ
っ
た
。
Ｆ
Ａ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
担
当
す
る
日
本
電
気
制
御
機

器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
も
そ

の
頃
に
設
立
さ
れ
た
。
当
初
の

メ
ン
バ
ー
企
業
は
大
手
の
重
電

や
家
電
メ
ー
カ
ー
以
外
は
中
小

企
業
で
あ
っ
た
。

　
Ｆ
Ａ
中
小
企
業
に
と
っ
て
商

品
売
り
上
げ
は
大
事
で
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
大
事
な
こ
と

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
で
あ
っ

た
。
中
小
企
業
で
あ
る
が
故

に
、
現
在
の
大
企
業
の
よ
う
に

Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利
益
率
）

を
心
配
す
る
必
要
は
な
く
、
成

長
一
筋
で
あ
っ
た
か
ら
勢
い
が

あ
っ
た
。
顧
客
か
ら
の
１
個
２

個
の
商
品
開
発
の
依
頼
で
あ
っ

て
も
、
他
の
工
場
の
現
場
で
も

使
え
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
営

業
担
当
は
粘
っ
て
製
造
部
門
と

交
渉
を
し
た
。
そ
こ
は
中
小
企

業
の
い
い
と
こ
ろ
で
、
手
組
み

で
作
っ
て
く
れ
た
り
も
し
た
。

結
果
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
売
れ
な

い
商
品
も
あ
っ
た
が
、
徐
々
に

商
品
の
種
類
は
増
え
続
け
た
。

そ
の
後
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
拡
大
や
列

島
改
造
論
に
乗
っ
て
工
場
が
地

方
に
進
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
工

場
は
自
動
化
を
推
進
し
た
か
ら

Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
気
に
拡

大
し
、
Ｆ
Ａ
メ
ー
カ
ー
も
大
企

業
へ
の
道
を
歩
き
始
め
た
。

　
当
時
は
、
日
本
を
代
表
す
る

半
導
体
メ
ー
カ
ー
や
通
信
機
器

メ
ー
カ
ー
が
技
術
力
で
世
界
を

牽
引
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。

米
国
の
科
学
技
術
者
は
、
新
し

い
産
業
を
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
し
た
日
本
の
半
導
体
産
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
に
注
目
し

た
。
そ
の
結
果
、
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
安
定
的
な
組
織
経
営

か
ら
は
生
ま
れ
な
い
。
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
こ
そ
が
リ
ス
ク
に

挑
戦
で
き
る
か
ら
成
功
す
る
ん

だ
」
と
結
論
付
け
た
。
米
国
は

そ
の
進
言
に
従
い
、
１
９
９
９

年
か
ら
官
民
上
げ
て
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
育
成
に
力
を
入
れ
始
め

た
。
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

だ
っ
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
そ
の
後
の

勢
い
は
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
米
国
が
気
づ
く
10
年

前
に
、
現
場
か
ら
上
が
っ
て
く

る
情
報
が
ト
ッ
プ
ま
で
届
か
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
リ
ス
ク

に
挑
戦
す
る
意
思
決
定
が
遅
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
大

企
業
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
を
日
本
の
津
々
浦

々
に
流
行
さ
せ
た
の
は
Ｆ
Ａ
企

業
だ
っ
た
。

　
現
在
の
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

も
は
や
ニ
ッ
チ
で
は
な
い
。
メ

ー
カ
ー
も
商
社
も
上
場
企
業
が

多
く
、
す
で
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
Ｆ
Ａ

メ
ー
カ
ー
は
Ｆ
Ａ
の
要
素
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
化
製
品

や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
込
ん
だ
シ

ス
テ
ム
製
品
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

拡
大
戦
略
を
取
る
。

　
だ
か
ら
、
従
来
の
機
器
や
部

品
メ
ー
カ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

遠
い
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な

高
額
の
製
品
や
、
Ｉ
Ｔ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
製
品
に

力
が
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　
平
成
の
デ
フ
レ
期
は
、
生
産

工
場
の
方
針
は
お
お
む
ね
生
産

力
強
化
よ
り
生
産
効
率
向
上
に

重
点
を
置
い
た
。
令
和
期
が
順

調
に
進
め
ば
、
国
内
総
生
産
は

上
昇
す
る
。
当
然
、
生
産
工
場

は
生
産
効
率
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
生
産
力
強
化
に
重
点
を
移

す
。

　
国
内
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企

業
は
高
度
な
ロ
ボ
ッ
ト
製
品
や

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
製
品
を
使
っ
た

設
備
の
導
入
を
推
進
す
る

　
し
か
し
、
国
内
総
生
産
の
上

昇
は
そ
れ
ら
の
高
度
な
Ｆ
Ａ
設

備
を
導
入
す
る
工
場
が
増
え
る

だ
け
で
は
な
い
。
社
会
の
ニ
ー

ズ
は
新
し
い
需
要
を
呼
び
込
ん

で
新
し
い
製
品
を
生
む
。
そ
れ

ら
の
製
品
が
付
加
価
値
の
取
れ

る
製
品
や
大
量
生
産
の
で
き
る

製
品
な
ら
最
新
鋭
の
設
備
を
導

入
で
き
る
が
、
社
会
が
求
め
る

新
し
い
製
品
は
付
加
価
値
や
量

産
が
約
束
さ
れ
た
製
品
と
は
限

ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
製
品

は
当
初
か
ら
理
想
的
な
自
動
化

設
備
を
使
っ
た
生
産
を
望
め
な

い
。
む
し
ろ
ロ
ー
テ
ク
に
近
い

設
備
で
間
に
合
う
。
昔
と
違

い
、
そ
れ
ら
の
設
備
を
作
る
環

境
は
、
設
備
用
部
材
の
多
く
が

汎
用
化
さ
れ
て
い
て
手
に
入

る
。
そ
れ
ら
を
使
っ
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
設
備
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

広
げ
て
い
く
の
は
中
小
販
売
店

の
営
業
の
役
割
で
あ
る
。

新
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
は

中
小
販
売
店
営
業
が
役
割
担
う

124

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

最
大
可
搬
質
量
50
㎏

業
界
最
速
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム

ヤマハ スカラロボット、専用コントローラ
　
ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、
完
全
ベ
ル
ト
レ
ス
構
造
の
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｙ

Ｋ
―
Ｘ
Ｇ
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
ア
ー
ム
長
１
２
０
０
㍉
㍍
・
最
大
可

搬
質
量
50
㌔
㌘
の
「
Ｙ
Ｋ
１
２
０
０
Ｘ
Ｇ
」
と
、
専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｒ
Ｃ
Ｘ
３
４
１
」
を
10
月
に
発
売
す
る
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
完
全
ベ

ル
ト
レ
ス
構
造
で
ロ
ス
ト
モ

ー
シ
ョ
ン
を
大
幅
に
削
減

し
、
高
精
度
を
長
期
間
維
持

で
き
る
こ
と
が
特
徴
の
ス
カ

ラ
ロ
ボ
ッ
ト
。
先
端
回
転
軸

が
減
速
器
に
直
結
し
て
お
り

Ｒ
軸
許
容
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト

が
高
く
、
オ
フ
セ
ッ
ト
さ
れ

た
ワ
ー
ク
で
も
高
速
動
作
が

可
能
。
今
回
、
ア
ー
ム
長
１

２
０
０
㍉
㍍
・
最
大
可
搬
質

量
50
㌔
㌘
の
タ
イ
プ
を
追
加

し
、
ア
ー
ム
長
１
２
０
〜
１

２
０
０
㍉
㍍
ま
で
幅
広
い
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　
新
製
品
は
、
ア
ー
ム
長
１

２
０
０
㍉
㍍
・
最
大
可
搬
質

量
50
㌔
㌘
の
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ

YK1200XG

RCX341

DLM3000HD

ト
と
し
て
業
界
最
速
レ
ベ
ル

の
標
準
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
を

実
現
。
ま
た
Ｚ
Ｒ
軸
ダ
イ
レ

ク
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
構
造
に

よ
り
完
全
ベ
ル
ト
レ
ス
構
造

と
し
、
高
剛
性
で
ロ
ス
ト
モ

ー
シ
ョ
ン
を
大
幅
に
削
減
。

ベ
ル
ト
の
破
損
、伸
び
、経
年

劣
化
の
心
配
を
す
る
こ
と
な

く
長
期
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
で
使
用
可
能
と
し
た
。

　
ま
た
専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｒ
Ｃ
Ｘ
３
４
１
」
は
、
従

来
品
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
内

部
の
構
成
と
イ
ン
バ
ー
タ
回

路
を
見
直
し
、
筐
体
サ
イ
ズ

は
Ｗ
３
５
５
×
Ｈ
１
９
５
×

Ｄ
１
３
０
㍉
㍍
と
変
わ
ら
ず

に
最
大
出
力
電
流
を
ア
ッ

プ
。
制
御
盤
内
へ
の
設
置
を

考
慮
し
、
回
生
ユ
ニ
ッ
ト
も

Ｗ
80
×
Ｈ
１
９
５
×
Ｄ
１
３

０
㍉
㍍
と
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
と
高
さ
と
奥
行
き
を
そ
ろ

え
た
形
と
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
を
は
じ
め
電
動
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
台
頭
で
増
加
し
て

い
る
車
載
バ
ッ
テ
リ
製
造
工

程
向
け
の
利
用
を
想
定
し
て

い
る
。

計
測
、通
信
を
一
体
化

超
音
波
式
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

東洋計器

よ
り
正
確
な
波
形
観
測

高
分
解
能
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ

横河計測

　
横
河
計
測
は
、
周
波
数
帯

域
５
０
０
Ｍ
Hz
、
３
５
０

Ｍ
Hz
の
コ
ン
パ
ク
ト
型
高
分

解
能
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
「
Ｄ

Ｌ
Ｍ
３
０
０
０
Ｈ
Ｄ
」
シ
リ

ー
ズ
を
発
売
し
た
。

　
垂
直
軸
分
解
能
は
既
存
機

種
の
「
Ｄ
Ｌ
Ｍ
３
０
０
０
」

の
16
倍
と
な
る
12
ｂ
ｉ
ｔ
と

な
り
、
よ
り
正
確
な
波
形
観

測
が
可
能
。

　
シ
リ
ア
ル
バ
ス
解
析
機
能

を
拡
張
し
、
シ
リ
ア
ル
バ
ス

解
析
時
の
バ
ス
の
ビ
ッ
ト
レ

ー
ト
や
電
圧
レ
ベ
ル
を
、
自

動
で
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
す
る
機

能
を
取
り
込
み
済
み
の
波
形

デ
ー
タ
に
対
し
て
も
適
用
可

能
と
し
、
発
生
頻
度
が
低
い

信
号
に
対
し
て
も
自
動
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
が
適
応
で
き
、
車

載
バ
ス
の
開
発
や
評
価
作
業

の
効
率
化
が
可
能
と
な
っ

た
。

　
従
来
品
比
２
倍
相
当
の
１

Ｇ
（
ギ
ガ
）
サ
ン
プ
ル
点
の

メ
モ
リ
を
搭
載
。
同
比
２
倍

の
最
大
20
万
個
の
波
形
を
ヒ

ス
ト
リ
波
形
と
し
て
保
持
で

き
、
サ
ー
チ
し
て
照
合
で
き

る
波
形
が
倍
増
。
高
速
な
サ

ン
プ
ル
レ
ー
ト
（
最
大
２
・

５
Ｇ
Ｓ
／
ｓ
（
ギ
ガ
サ
ン
プ

リ
ン
グ
／
秒
）
）
で
、
数
ミ

リ
秒
間
の
捕
捉
が
必
要
な
ブ

レ
ー
キ
機
器
な
ど
の
挙
動
を

一
台
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

　
ま
た
、
２
台
同
期
測
定 

（
Ｄ
Ｌ
Ｍ
ｓ
ｙ
ｎ
ｃ
） 

機
能

で
２
台
を
同
期
接
続
す
る
こ

と
で
、
最
大
８
ア
ナ
ロ
グ
チ

ャ
ネ
ル
の
同
時
測
定
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
　
Ｆ
Ｄ

な
ど
車
載
用
各
種
シ
リ
ア
ル

バ
ス
信
号
と
各
種
ア
ナ
ロ
グ

信
号
の
同
時
測
定
、
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
電
力

解
析
、
動
作
確
認
、
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
通
信
な
ど
の
高

速
信
号
と
比
較
的
変
化
の
少

な
い
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
信

号
の
同
時
測
定
・
評
価
、
高

効
率
モ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

セ
ン
サ
な
ど
の
産
業
機
器
の

分
析
と
テ
ス
ト
な
ど
の
用
途

を
想
定
し
て
い
る
。 

 

サ
ー
バ
ク
ラ
ス
の
Ａ
Ｉ
性
能

フ
ァ
ン
レ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

コンテック

　
東
洋
計
器
は
、
計
測
部
と

通
信
部
を
完
全
一
体
化
し
た

超
音
波
式
水
道
メ
ー
タ
「
Ａ

Ｘ
ｓ
（
ア
ッ
ク
ス
）
」
を
10

月
か
ら
発
売
す
る
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
パ
イ
プ
内
の

流
速
に
よ
っ
て
超
音
波
の
伝

搬
時
間
が
変
化
す
る
こ
と
を

利
用
し
て
流
量
を
積
算
す
る

超
音
波
式
の
水
道
メ
ー
タ
。

可
動
部
が
な
く
耐
久
性
に
優

れ
、
部
品
数
を
減
ら
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
な
の
に
加

え
、
通
信
部
分
は
Ｌ
Ｐ
業
界

な
ど
で
約
４
０
０
万
台
の
実

績
が
あ
る
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
」

と
同
じ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
　
Ｃ
ａ
ｔ
・

Ｍ
１
方
式
を
採
用
し
、
計
測

部
と
通
信
部
を
完
全
に
一
体

化
す
る
こ
と
で
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
を
抑
え
、
通
信
線
の
施

工
作
業
も
不
要
で
設
置
で
き

る
。

　
同
製
品
を
使
う
こ
と
で
、

エ
リ
ア
全
体
の
自
動
検
針
を

全
面
的
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
離
島
や
山
間
部
な
ど
の

難
検
針
地
区
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ

ョ
ン
、
積
雪
地
域
、
ボ
ッ
ク

ス
の
た
ふ
を
開
け
る
の
が
難

し
い
場
所
な
ど
で
の
難
検
針

作
業
を
解
決
す
る
。
ま
た
メ

ー
タ
ア
ラ
ー
ム
や
瞬
時
流
量

が
双
方
向
で
把
握
で
き
、
宅

内
・
空
き
家
・
災
害
時
の
配

管
破
裂
等
の
漏
水
有
無
の
早

期
発
見
が
可
能
。
随
時
検
針

に
よ
り
、
水
使
用
量
を
い
つ

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
水
の
需
要
変
化
に
応
じ

た
浄
水
池
や
配
水
池
の
水
量

調
節
等
に
も
役
立
つ
。

　
需
要
家
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
に
、
料
金
明
細
や
毎

日
・
毎
時
の
使
用
量
グ
ラ
フ

を
表
示
し
、
決
済
も
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
「
水
る
っ
く
（
Ｗ

ｅ
ｂ
明
細
）
」
も
用
意
し
、

業
務
の
抜
本
的
な
改
革
を
可

能
と
し
て
い
る
。

Ｃ
ａ
ｔ
・
６
Ａ
対
応

小
型
防
水
コ
ネ
ク
タ

ヒ
ロ
セ
電
機

　
ヒ
ロ
セ
電
機
は
、
バ
ヨ
ネ

ッ
ト
ロ
ッ
ク
の
小
型
シ
ー
ル

ド
防
水
コ
ネ
ク
タ
「
Ｌ
Ｆ
シ

リ
ー
ズ
」
に
Ｃ
ａ
ｔ
・
６
Ａ

対
応
製
品
を
追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
操
作
性
の
高

い
バ
ヨ
ネ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
を
採

用
し
、
金
属
シ
ェ
ル
に
よ
る

小
型
、
堅
牢
、
耐
ノ
イ
ズ
性

と
Ｉ
Ｐ
Ｘ
７
／
Ｘ
８
の
防
水

性
を
持
ち
、
Ｃ
ａ
ｔ
・
５
Ｅ

ま
で
の
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
産
業
機
器
通
信

用
コ
ネ
ク
タ
と
し
て
国
内
外

の
産
業
機
器
メ
ー
カ
ー
で
採

用
さ
れ
て
い
る
、
今
回
、
生

産
現
場
で
高
速
信
号
を
流
せ

る
防
水
コ
ネ
ク
タ
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
に
対
し
、
新
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｃ
ａ
ｔ

・
６
Ａ
対
応
製
品
を
追
加
し

た
。

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
サ
ー
バ

ク
ラ
ス
の
Ａ
Ｉ
性
能
を
持
つ

連
結
使
い
可
能

絶
縁
サ
ポ
ー
タ

篠
原
電
機

　
篠
原
電
機
は
、
絶
縁
サ
ポ

ー
タ
（
ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
タ

組
み
込
み
機
器
向
け
Ｓ
Ｏ
Ｍ 

（
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
　
ｏ
ｎ 

Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ｅ
）
の
、
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ 

Ａ
Ｇ
Ｘ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
を
搭
載

し
た
組
み
込
み
用
フ
ァ
ン
レ

ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｄ
Ｘ

―
Ｍ
２
３
０
０
シ
リ
ー
ズ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

Ａ
社
の
組
み
込
み
機
器
向
け

Ａ
Ｉ
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｊ
ｅ
ｔ

ｓ
ｏ
ｎ 

Ａ
Ｇ
Ｘ
　
Ｏ
ｒ
ｉ

ｎ
」
を
搭
載
し
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
向
け
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ボ
ー
ド

に
匹
敵
す
る
Ａ
Ｉ
性
能
を
持

ち
、
前
世
代
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ 

Ａ
Ｇ
Ｘ
　
Ｘ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
の

約
８
倍
、
最
大
２
７
５
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｓ
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
８
）
に
達
し

て
い
る
。
大
型
ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
を
採
用
し
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
19
イ

ン
チ
ラ
ッ
ク
に
２
Ｕ
の
高
さ

で
２
台
収
納
で
き
る
幅
２
０

０
×
奥
行
き
２
０
０
×
高
さ

65
㍉
㍍
）
の
小
型
筐
体
で
フ

ァ
ン
レ
ス
動
作
を
実
現
。

　
自
立
制
御
に
必
要
な
Ａ
Ｉ

性
能
を
持
つ
小
型
の
組
み
込

み
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し

て
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
。
Ｇ
Ｐ

Ｕ
サ
ー
バ
の
リ
プ
レ
イ
ス
に

も
活
用
で
き
る
。

イ
プ
）
に
つ
い
て
、
連
結
使

い
が
で
き
る
機
種
と
し
て

「
Ｓ
Ｂ
―
20
―
５
―
Ｌ
５
」

を
追
加
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
分
電
盤
・
配

電
盤
、
制
御
盤
、
整
流
器
盤

な
ど
の
機
器
取
り
付
け
絶
縁

台
や
、
ブ
ス
バ
ー
配
線
、
電

線
配
線
の
絶
縁
サ
ポ
ー
ト
し

て
使
用
す
る
絶
縁
サ
ポ
ー

タ
。
ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
タ
イ

プ
な
の
で
虫
ネ
ジ
を
使
う
こ

と
な
く
連
結
で
き
、
作
業
性

の
向
上
に
効
果
的
。

DX―M2300シリーズ

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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管理経験を交えた効果的な指導により、新たな管理者
の育成・成長に貢献。人財の育成を自身の目標に挙
げ、周囲から都度相談を受け対応するなど信頼され頼
りにされる存在であると評価された。

■�アズビル、シンガポール環境評議会によるアワ
ードでイノベーション＆デザイン賞を受賞

　アズビルは、シンガポール環境評議会が主催する
Singapore Environmental Achievement Awards 
2024で「イノベーション＆デザイン賞」を受賞し
た。またシステム＆マネジメント部門でも優秀賞を受
賞した。
　同アワードは、環境への優れた功績と自然環境の保
護に対する優れた取り組みを示した組織を表彰するも
のであり、シンガポールおよびその周辺地域で最も権
威ある環境賞の一つ。

■�東芝、インフラ設備の保守点検向けに生成AIを
使った作業支援の対話エージェント開発

　東芝は、インフラ設備の保守点検やトラブル対応の
作業手順を適切に提示できる対話エージェント技術を
開発した。
　生成AIがブームとなっているが、例えば作業手順
などユーザーが知りたい適切な回答を引き出すには、
具体的な質問を入力するなど質問の仕方にコツが必要
となる。今回開発した技術は、従来技術である「応答
生成AI」に、新たに開発した「応答評価AI」を加
え、役割の異なる二つのAIを協調させることで曖昧
な質問に対しても適切な回答ができるAIを開発。質
問が難しい場合も問い返しをすることで質問が具体化
されるように誘導して適切な回答ができるようにして
いる。
　実証実験では、経験の浅い作業者の質問から正しい
作業手順が得られる比率は、従来の30%から73.3%ま
で向上している。

■�アドバンテック、ファンレスボックスコンピュ
ータ「ARK」の導入事例を公開

　アドバンテックは、マルチなI/Oを備えたファンレ
スBOXコンピュータARKの特長と導入事例をまとめ
た特設ページを公開した。
　最新のファンレス組み込みボックスコンピュータ
「ARK」シリーズの中でも特に注目すべき4つのモデ
ル、ARK-2251、ARK-1250L、ARK-1221L、ARK-
1125Cの特長と用途・導入事例について紹介してい
る。

■�昭電、BCP対策セミナーを開催
　昭電は、対面＆オンラインセミナー「サステナブル
＆レジリエントなBCP対策の実現へ〜天変地異時代
における防災DXやAIを活用した危機管理の取り組み
〜」を、秋葉原UDXにて9月12日に開催した。
　冒頭、昭電常務執行役員事業推進部長加藤雅也氏が
登壇し、日本が置かれている自然災害を中心とした危
機管理と防災対策の重要性についてコメント。本セミ
ナーを通じ、一次的な防災対策にとどまらず、複合的

■�三菱電機、FA採用事例に沖縄県那覇市第一牧
志公設市場のモバイル検針の事例を公開

　三菱電機は、FA採用事例として、那覇市第一牧志
公設市場でのモバイル検針の事例を公開した。
　沖縄県那覇市の第一牧志公設市場では、80数軒の
各テナントが使用する電力量の検針作業に、無線通信
を使用した「モバイル検針」を活用している。電力量
計をのぞき込むことなくワイヤレスで電力量の情報を
収集できるため、以前は4人がかりで午前中いっぱい
かかっていた検針作業が、現在は2人でも1時間あれ
ば終わるようになった事例を紹介している。

■�三菱電機、CNCプレミアムサービスを提供開始
　三菱電機は、同社の数値制御装置（CNC）を利用
中のユーザーのみ利用できる専用WEBサービスの提
供を開始した。
　「マイマシン」は、保有する設備の情報(工作機械/
CNC)を登録し、管理と閲覧が可能なサービス。設備
情報を登録することでCNCの製品保証やサポートの
ための情報を簡単に管理でき、バッテリーの推奨更新
時期をメールで知らせる。このほか、CNCの操作・
保守資料、交換手順書の資料がダウンロードできる。

■�富士電機、Storiesに「店舗統合コントロー
ラ」開発秘話を公開

　富士電機は、Storiesに、店舗のエネルギー管理が
できる「店舗統合コントローラ」の開発者インタビュ
ーを公開した。
　富士電機は、コンビニの冷蔵冷凍ショーケースのシ
ェア40%を占めており、それに関連して店舗全体のエ
ネルギーを管理できる「新・店舗統合コントローラ」
を開発した。省エネ、脱炭素などコンビニ業界が抱え
る課題解決に向けたトータルソリューションとなり、
開発者3人に話を聞いている。

■�オムロン京都太陽の大谷さんと田中さんが京都
府の「障害者優良勤労者知事表彰」を受賞

　オムロンの特例子会社のオムロン京都太陽の社員・
大谷智秋さんと田中幹人さんが、京都府における「障
害者優良勤労者知事表彰」を受賞した。
　大谷さんは、客先との窓口業務、生産計画立案・管

■�カワダロボティクス、「NEXTAGE活用事
例」特設ページを公開

　 カ ワ ダ ロ ボ テ ィ ク ス は 、 双 腕 の 協 働 ロ ボ ッ ト
「NEXTAGE」について、アプリケーションや活用
事例をまとめた特設ページ「NEXTAGE活用事例」
をオープンした。最新のNEXTAGE活用事例につい
て、「梱包・包装」「ロード・アンロード/ピック・
プレイス」「検査」「組立」の4つのジャンルの事例
を動画で紹介している。　期間は2025年3月31日まで。

■�ナブテスコ、AGV/AMR向け駆動ユニットが
清水建設のステージ足場移動台車に採用

　ナブテスコ精機カンパニーが販売するAGV/AMR
向け駆動ユニット「RVW」シリーズが、清水建設の
ステージ足場移動台車に採用された。
　建築現場の足場は、作業場所が変わるたびに組み立
てと解体が必要となるが、ステージ足場移動台車は、
最大荷重3㌧に対応し、解体せずに作業フロア内を自
由に移動できるもの。採用された駆動ユニットは、高
精度・高剛性である精密減速機RVをメカナムホイー
ル内に配置したインホイール構造の製品で、AGVや
AMR本体の内部空間を有効活用でき、取り付けも簡
単。全方向への移動ができ、最短で正確な位置決めを
可能にする。

■�チノー、東日本支店大宮営業所を移転
　チノーは、10月1日付で東⽇本⽀店⼤宮営業所を移
転する。新住所は〒330-0843埼⽟県さいたま市⼤宮
区吉敷町1-31-1明治安⽥⽣命⼤宮吉敷町ビル。電話番
号は変更なしの048-643-4641。

セミナー・イベント

■�三菱電機、10月3・4日にさいたま市で「三菱
電機プレミアムフェア2024in東日本」開催

　三菱電機は、10月3・4日にさいたま市の東日本メ
カトロソリューションセンターで「三菱電機プレミア
ムフェア2024in東日本」を開催する。
　放電加工機「MXシリーズ」「MPシリーズ」
「MV-Rシリーズ」「SV-Pシリーズ」「SH12」、レ
ーザ加工機「GX-Fシリーズ」「HV2-Rシリーズ」、
金属3Dプリンタ「AZシリーズ」を展示・見学できる
ほか、各種セミナーも実施する。

■�立花エレテック、9月26日ウェビナー「TE社
のセンサーはつながる未来を創ります」開催

　立花エレテックは、9月26日10時からウェビナー
「TE社のセンサーはつながる未来を創ります★特集
★圧力センサーの立花ソリューションで理解を深めま
す」を開催する。ウェビナーでは、世界最大級のセン
サー企業であるTE社にフォーカスし、圧力センサ
ー、温度センサー、湿度センサーの製品を紹介。また
圧力センサーのデモも予定している。

理業務の担当とし
て、全体最適を意
識した丁寧な交渉
で困難な調整も責
任を持ち遂行。需
要変動による負荷
変動へのタイムリ
ーな対応で2023
年度の売上予算達
成したことが評価
された。
　田中さんは、生
産ラインに従事し
ながら人財育成を
担い、自身の現場

な防災対策メーカーとして、スマート保安・保全のコ
ンセプトを本セミナーにより共有することで、産業イ
ンフラのサステナブルとレジリエンスの強化に役立て
てもらいたいという期待を述べた。
　基調講演では、「激動の時代を乗り越える危機管理
と災害対策」と題し、防災システム研究所長山村武彦
氏が登壇。「事前対策」をキーワードに、危機管理と
災害対策について自身の実体験を踏まえた大局的な解
説を行った。続いて、「能登半島地震を機に考える、
今取り組むべき企業防災対策について」を昭電地震対
策システム部長村井和男氏、「雷被害が急増する監視
カメラの実情と対策について」を昭電雷対策システム
部副部長鈴木淳一氏、「社会問題化している太陽光発
電所のケーブル盗難の課題と対策について」を昭電金
融営業部課長代理兼技術ソリューション推進室花井聡
氏がそれぞれ紹介した。
　また、セミナーでは「これ
からのフィジカルセキュリテ
ィ対策」として具体的なソリ
ューションや事例を紹介。会
場では地震対策、雷害対策、
ケーブル盗難対策、監視・管理の各コーナーで実機・
システムが紹介され、多くの参加者の注目を集めた。

■�オプテックス・エフエー、工程改善集 全27種
類の「用途・課題別/業界別」DL提供開始

　オプテックス・エフエーは、WEBサイトで公開し
ている「工程改善集」について、ダウンロードして閲
覧できるバージョンを提供開始した。用途・課題別に
15種類、業界別に12種類あり、品質管理や生産性向
上、コスト削減のヒントが盛り込まれている。

■�大崎電気工業とアクセルラボ、スマートホーム
分野で戦略的パートナーシップ締結

　大崎電気工業は、スマートホームサービスを展開す
るアクセルラボとスマートホームの普及・開発の推進
に向けて戦略的なパートナーシップを締結した。
　パートナーシップでは、同社のスマートホームサー
ビスに、アクセルラボのスマートホームサービス
「SpaceCore（スペース・コア）」を連携する。マン
ションやアパートなどの管理会社向けに鍵管理業務や
入居者コミュニケーションなど各種業務の効率化を実
現し、入居者向けには生活の快適さと利便性を提供し
ていく。

■�RYODEN、RYODENラボに基板防湿コーテ
ィング塗布装置を導入＆ANG塗布サービス開
始

　RYODENは、RYODENラボに米国actnano社製基
板防湿コーティング「Advanced nanoGUARD」の塗
布装置を国内で初めて導入し、顧客の基板へのANG
塗布サービスを提供開始する。
　ANGは、actnano社独自の自動車や民生用電子機器
等向けの粘弾性ジェル状コーティング。コネクタ部や
IC底面への塗布ができ、PCBAを100％カバーし、水
分、湿度、結露、塩分などから電子機器を保護。また
塗布後1分以内に自然乾燥し、塗布工程の時間短縮や
工程設備の省スペース化も可能となる。
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コンテックコンテック

https://www.contec.com/jp

CODESYS搭載オールインワンPLC
「CPI―PS10CM４―２E０２１」
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https://www.yaskawa.co.jp/newsrelease/product/1171396

YRMコントローラ「YRM１０１０」
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ト
ウ
エ
ア
で
の
制
御
に
置
き
換

え
る
製
品
群
を
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
の
シ
リ

に
生
か
す
た
め
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
／
Ｔ
Ｃ

Ｐ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
に
変

換
で
き
る
カ
プ
ラ
ー
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
経
由
で

通
信
す
る
た
め
の
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
ー
も

そ
ろ
え
て
い
る
。

　
制
御
ソ
フ
ト
は
国
際
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６

１
１
３
１
―
３
に
対
応
し
た
ラ
ダ
ー
を

書
く
こ
と
も
で
き
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

を
搭
載
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
で
の
制
御

を
実
現
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｃ
に
関
し
て
は

調
整
さ
れ
た
専
用
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
搭
載
、

最
大
１
２
８
軸
を
１
ｍ
ｓ
で
制
御
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
ベ

ー
ス
で
あ
れ
ば
、
制
御
以
外
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
実
行
で
き
る
こ
と
か
ら

Ｄ
Ｘ
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

10
㎝
角
に
豊
富
な
オ
プ
シ
ョ
ン

フエニックス・コンタクトフエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/products/hmis-and-ipcs

産業用小型PC 「VL３ UPC」

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ
で
豊
富
な
機
能

を
実
行
可
能
な
産
業
用
ボ
ッ
ク
ス
型
Ｐ

Ｃ
「
Ｖ
Ｌ
３
　
Ｕ
Ｐ
Ｃ
」
を
絶
賛
発
売

中
。

　
10
㌢
㍍
角
、
厚
さ
５
㌢
㍍
の
本
体

に
、
ｘ
６
０
０
０
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
の
Ａ
ｔ

ｏ
ｍ
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
最
大
16
Ｇ
Ｂ
ま
で

の
Ｌ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｒ
４
　
Ｒ
Ａ
Ｍ
、
２
４
０

Ｇ
Ｂ
ま
で
の
Ｎ
Ｖ
Ｍ
ｅ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
の
オ
ン
ボ
ー
ド
Ｓ
Ｓ
Ｄ
、
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
（
10
／
１
０
０
／
１
０
０
０
Ｍ
ｂ

ｐ
ｓ
）
ｘ
２
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ポ
ー
ト

（
Ｄ
Ｐ
＋
＋
）
ｘ
１
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ポ
ー
ト

（
Ｒ
Ｓ
２
３
２
／
４
２
２
／
４
８
５
）

ｘ
２
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
１
　
ｘ
２
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
１
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
11
ａ
／

ｂ
／
ｇ
／
ｎ
／
ａ
ｃ
）
ｘ
１
を
装
備
。

　
ま
た
、
同
じ
10
㌢
㍍
角
の
拡
張
ボ
ッ

ク
ス
を
取
り
付
け
る
と
本
体
の
厚
み
は

８
㌢
㍍
強
と
な
る
が
、
４
８
０
Ｇ
Ｂ
ま

で
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
３
　
Ｍ
・
２
　
Ｓ
Ｓ
Ｄ

に
加
え
て
、
４
Ｇ
／
Ｌ
Ｔ
Ｅ
　
ｘ
１
ま

た
は
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
（
10
／
１
０
０
／

１
０
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
）
ｘ
２
の
い
ず
れ

か
が
追
加
可
能
と
な
る
。

　
取
付
方
法
は
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
ま
た
は

壁
取
付
。
現
時
点
で
は
Ｏ
Ｓ
は
、
な
し

か
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
20

を
選
択
で
き
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｍ
２
・
０
を
備
え
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
11
レ
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
Ｌ

ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
対
応
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
幅
な
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
消
費
電
力
40
％
削
減

IDECIDEC

https://jp.idec.com/idec-jp/ja/JPY

プログラマブル表示器一体型コントローラ
「FT２J形」

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
「
Ｆ
Ｔ
２
Ｊ
形
」
は
、

７
・
０
㌅
の
中
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
搭

載
し
た
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
表
示
器
と
Ｐ

Ｌ
Ｃ
を
一
体
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付

け
る
場
合
と
比
較
し
て
大
幅
な
省
ス
ペ

ー
ス
化
を
実
現
し
た
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル

表
示
器
一
体
型
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
。
こ
れ

度
の
高
い
機
械
の
配
置
を
可
能
と
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
バ
ー
機
能
や
Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ

ｌ
機
能
、
Ｆ
Ｔ
Ｐ
機
能
な
ど
Ｉ
ｏ
Ｔ
関

連
機
能
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
環
境
性
能
も
高
く
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
プ
ロ

グ
ラ
マ
ブ
ル
表
示
器
を
別
々
に
使
用
し

た
場
合
に
比
べ
て
消
費
電
力
を
約
40
％

削
減
。
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
構
造
で
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
な
し
で
使
用
で
き
、
廃

棄
物
も
削
減
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
は
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｐ
式
を
採
用
し
、
ガ
ラ
ス
ト
ッ
プ
構

造
で
紫
外
線
の
白
濁
化
も
な
く
、
高
い

視
認
性
を
長
期
間
維
持
で
き
る
。

　
Ｉ
／
Ｏ
点
数
は
22
点
で
、
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
を
最
大
２
台
接
続
で
き
、
デ
ジ
タ

ル
入
出
力
は
最
大
８
点
（
ア
ナ
ロ
グ
入

出
力
は
最
大
４
点
）
ま
で
追
加
で
き
る

た
め
、
最
大
30
点
と
な
る
。

ま
で
５
・
７
㌅
を
設
置
し
て
い
た
パ
ネ

ル
と
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
画
面
を
７
・
０

㌅
に
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
が
で
き
る
。
ま
た

２
個
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
で
並
列
処
理
す
る
構
成

を
採
用
し
、
高
速
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制

御
が
可
能
。

　
ま
た
Ｈ
Ｍ
Ｉ
―
Ｘ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

具
現
化
し
、
Ｕ
Ｓ

Ｂ
・
ス
ピ
ー
カ
ー

と
接
続
し
て
音
に

よ
る
製
造
現
場
の

作
業
者
へ
の
情
報

伝
達
や
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

・
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ド

ン
グ
ル
と
接
続
し

た
無
線
通
信
に
よ

り
作
業
効
率
を
高

め
る
た
め
の
自
由

に
約
10
㌢
㍍
と
コ
ン
パ

ク
ト
省
ス
ペ
ー
ス
設

計
、
Ｉ
／
Ｏ
の
種
類
は

Ｄ
Ｉ
Ｏ
は
ソ
ー
ス
／
シ

ン
ク
に
対
応
、
Ａ
Ｉ

Ｏ
、
熱
電
対
、
位
置
決

め
と
約
20
種
類
を
製
品

化
。
こ
れ
ら
の
Ｉ
／
Ｏ

は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

対
応
に
加
え
、
そ
の
小

型
、
高
速
性
を
最
大
限



（5）　　　２０２４年（令和６年）９月２５日

　インダストリー4.0としても知られる第4次産業
革命が起こった時、製造業と流通業は、モノのイ
ンターネット（IoT）、AI、ビッグデータ分析な
どの最先端テクノロジーから大きな恩恵を受け
て、先陣を切りました。これは、ネットワーク化
とデータ主導の意思決定をまったく新しい次元に
引き上げるスマート工場構築の第一歩としての役
割を果たしました。
　しかし、次のステップとはどのようなものでし
ょうか？　論理的に考えれば、それはインダスト
リー5.0だろう。
　この「第5弾」は、よりスマートで、より個別
化された、人間中心の製造業への転換を意味し、
より持続可能で、効率的で、適応性のある生産プ
ロセスを生み出すために、人間とAI、ロボット
工学、IoTなどの先端テクノロジーとの連携を強
調しています。ジェネレーティブAI（GenAI）
による業界の大変革により、こうした人間と機械
の連携は、より多くのメーカーがブロックチェー
ンなどの最新テクノロジーを工場に統合し、イノ
ベーションと生産性を推し進めることで、さらに
強化されています。
■製造業の常識を覆す
　効率化や高機能化が大きく進展する一方で、業
界の重大な課題が依然として残っていることを認
識することは重要です。しかし、真の人間と機械
の連携を受け入れる準備ができている組織には、
希望の光が見えています。
　インダストリー5.0は、労働力不足という根強
い課題に対する効果的な解決策を提供します。人

間とロボットの共生的な動きを促進することで、
人材確保の負担が軽減されることが期待されま
す。人間は適応性と問題解決能力をもたらす一方
で、ロボットはタスク処理のスピードと精度に貢
献します。この連携は、仕事の満足度と生産性を
高めるだけでなく、従業員の能力開発を促進し、
全体的なミスを減らします。さらに、インダスト
リー5.0では、ロボットが、肉体的に負荷のかか
る作業や危険リスクの高い作業を担当すること
で、安全性を高め、重要な局面での人的ミスを最
小限に抑えることができます。
　また、インダストリー5.0は、サプライチェー
ンの回復力の大幅な強化も可能にすることから、
近年の紅海危機を受けて、すべての製造業者や流
通業者の重大な関心事となっています。リアルタ
イムのデータ分析とAI主導のインサイトを活用
することで、混乱を予測し緩和する上での人間に
よる意思決定を支援します。高度なセンサーと
IoTデバイスは、輸送遅延や在庫不足などの潜在
的な問題の早期発見を含め、サプライチェーンの
活動を継続的に監視します。機械学習アルゴリズ
ムは、過去のデータと現在の傾向を分析して需要
を正確に予測し、より良い在庫管理と適時生産を
可能にします。インダストリー5.0は、生産性を
推進するための大きな障害となるものを取り除く
ことで、製造業と流通業に革命をもたすものです
■土台づくり
　しかし、真の価値が引き出される前に、製造業
や流通業は強固な基盤を構築し、業界をリードす
る利益を促進する統合管理システムを導入する必

要があります。
　工場や配送センターは、優れた拡張性と柔軟性
を誇るこのような基盤を活用することで、進化す
るビジネス需要に容易に適応できるようになりま
す。GenAIアルゴリズムの支援は、業務が拡大
しても敏捷性と即応性を保証します。適切なテク
ノロジーは、倉庫業務をリアルタイムで可視化
し、従業員間の連携を促進し、組織全体のプラッ
トフォームを実現し、タスク管理とタスクスケジ
ューリングにより、スムーズなオペレーションを
支援します
　同様に、クラウドネイティブ・ソリューション
は、ハードウエアやインフラへの投資の必要性を
排除し、こうしたエコシステムにおいて極めて重
要な役割を果たす。これは、これまでデータ・イ
ンフラストラクチャの保守に割り当てられてきた
ITリソースを、顧客サービスの向上や、コスト
削減の可能性を特定することで明確なROIを実現
するAIの活用など、真の価値を示すプロジェク
トに再配分することで、運用の費用対効果を最大
化できることを意味します。また、機密性の高い
工場や流通のデータを保護するためのセキュリテ
ィ対策も容易に実現可能となります。
　これらは、適切な基盤がいかに大きな違いを生
むかを示す例です。簡単に言えば、インダストリ
ー5.0はもはや概念ではなく、現在製造と流通に
革命を起こし、人間と機械がどのように連携する
かを再定義しています。
　これは、業界がさらなる効率化を推し進め、画
期的なイノベーションに向けた挑戦が糧となるよ
うな未来を創造するための行動へのメッセージで
す。この時代を率先して受け入れる先進的な企業
は、未来の展望をリードし、進歩において継続的
な変化をもたらすことができるでしょう。

　
こ
れ
ま
で
５
回
、
―
こ
れ

か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化

―
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
文
章

を
書
き
ま
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ

人
間
の
私
が
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
文
章
を
書
く
に
あ
た

り
、
私
は
ま
ず
は
工
場
に
あ

る
デ
ジ
タ
ル
化
に
か
か
わ
る

ネ
タ
を
探
し
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
あ
ら
た
め
て
自

分
の
身
の
回
り
を
見
て
み
る

と
、
日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
も

以
前
か
ら
し
っ
か
り
と
デ
ジ

タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
て
い

た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
健
康
オ
タ
ク
で
あ

る
私
の
健
康
管
理
の
必
需
品

の
一
つ
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

万
歩
計
が
あ
り
ま
す
。
ど
な

た
の
ス
マ
ホ
に
も
入
っ
て
い

る
普
通
の
万
歩
計
な
の
で
す

が
、
こ
れ
ぞ
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
と
い
え
る
優
れ
た
機

能
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
あ

ら
た
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
個

人
で
組
織
を
相
手
に
仕
事
を

し
ま
す
。
も
し
私
が
体
調
を

崩
し
て
休
む
と
な
る
と
多
く

の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
の
で
、
健
康
で
な
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎

と
な
る
企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
な
ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学

会
、
公
開
カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
　

https://www.kaizenproject.
jp/

を
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
し
ば
し
ば
記
録
を
し
忘

れ
て
し
ま
う
し
、
そ
の
日
の

歩
数
以
外
は
す
べ
て
そ
の
都

度
計
算
な
の
で
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
り
、
管
理
情
報
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
生
か
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
計
算
す
る
の
が
面

倒
な
上
に
、
数
値
が
正
確
で

な
く
、
過
去
の
問
題
が
今
分

か
っ
た
と
こ
ろ
で
も
う
遅
い

と
い
う
こ
と
で
、
機
能
し
な

か
っ
た
の
で
す
。
今
考
え
る

と
目
標
は
達
成
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
ス
マ
ホ
の
デ
ジ
タ
ル

万
歩
計
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
デ
ー
タ
は

同
じ
歩
行
数
を
使
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ア
プ

リ
版
は
そ
れ
か
ら
派
生
す
る

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
同
時
に
計

算
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
示

し
て
く
れ
る
の
で
、
健
康
管

理
の
精
度
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
大
幅
に
上
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
今
日
・
今

週
・
今
月
・
今
年
の
歩
行

数
、
歩
行
距
離
、
消
費
カ
ロ

リ
ー
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と

に
同
時
に
歩
い
て
い
る
同
年

代
の
男
性
の
平
均
歩
行
数
ま

で
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
も

数
字
だ
け
で
な
く
グ
ラ
フ
で

も
表
示
さ
れ
る
の
で
す
。
今

の
状
況
が
一
目
で
分
か
り
す

ぐ
に
対
応
で
き
目
標
達
成
が

極
め
て
容
易
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
一
年

間
の
平
均
歩
行
数
は
１
２
０

７
５
歩
と
、
目
標
を
軽
々
ク

リ
ア
で
き
て
い
ま
す
。

　
「
歩
行
数
」
を
例
に
挙
げ

て
身
近
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
ご

説
明
し
ま
し
た
が
、
同
様
に

「
品
質
」
の
推
移
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
ス
マ
ホ
で
分
か
る

と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

不
良
発
生
の
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
日
の
う
ち
に
対
応
が
行

わ
れ
、
結
果
が
報
告
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
毎
日

の
品
質
管
理
の
結
果
が
自
動

的
に
集
計
さ
れ
て
月
ご
と
の

比
較
や
目
標
と
の
比
較
で
表

示
さ
れ
た
ら
対
応
の
速
度
は

ど
れ
だ
け
速
く
な
る
か
は
は

か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
死
亡
報
告
会
議
な
ど
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
毎
月
一
回
開

い
て
い
た
品
質
会
議
は
意
味

が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
一

月
前
の
品
質
状
況
を
今
知
る

こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が

な
い
か
ら
で
す
。
「
稼
働

率
」
「
在
庫
数
」
「
売
り
上

げ
」
な
ど
も
同
様
で
す
。
あ

ら
ゆ
る
指
標
の
変
化
が
ほ
ぼ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
入
手
で
き

る
と
す
れ
ば
ど
れ
だ
け
機
敏

に
経
営
判
断
が
で
き
る
か
は

明
ら
か
で
す
。

　
会
社
の
情
報
が
昔
の
私
の

ア
ナ
ロ
グ
万
歩
計
レ
ベ
ル
な

の
か
、
そ
れ
と
も
今
の
デ
ジ

タ
ル
万
歩
計
レ
ベ
ル
な
の

か
？
　
で
結
果
に
大
き
な
違

い
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
現
場
に
あ
る
情
報
を
上
手

に
吸
い
上
げ
て
、
そ
れ
を
同

時
に
い
ろ
い
ろ
な
目
的
の
数

字
に
置
き
直
し
て
必
要
な
人

が
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
製
造
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化

の
第
一
歩
で
あ
り
、
経
営
力

を
格
段
に
上
げ
る
ツ
ー
ル
と

し
て
使
え
ま
す
。
現
場
で
ニ

ー
ズ
を
吸
い
上
げ
て
、
こ
れ

ら
の
地
に
足
が
着
い
た
デ
ジ

タ
ル
化
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑥

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第7回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

め
に
私
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
な
っ
た
３
０
年
前
か
ら
、

毎
日
１
万
歩
を
歩
い
て
健
康

管
理
を
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
き
ま
し
た
。
「
な
る
べ

く
１
万
歩
」
で
は
な
く
、
基

本
的
に
は
「
必
ず
１
万
歩
」

で
、
ど
う
し
て
も
歩
け
な
い

場
合
は
次
の
日
に
不
足
分
を

補
う
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。

　
昔
の
計
測
器
具
は
ア
ナ
ロ

グ
で
歩
行
数
を
カ
ウ
ン
ト
す

る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
万
歩

計
で
し
た
。
今
日
一
日
の
歩

行
数
し
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
歩
行
数
が
減
少
傾
向
に

な
っ
た
時
に
早
め
に
気
付
き

た
い
と
か
、
季
節
ご
と
の
変

化
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と

の
た
め
に
、
毎
日
の
歩
行
数

技
術
報
告
書
に
お
け
る
表
と
グ
ラ
フ
／
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
違
い

客観的事実を分かりやすく述べられるか

製造業・世界と戦う担い手づくり
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技
術
報
告
書
で
必
須
と
も

い
え
る
表
や
グ
ラ
フ
／
図
の

表
記
。
表
、
グ
ラ
フ
／
図
の

説
明
文
と
し
て
記
載
さ
れ
る

の
が
「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
技
術

報
告
書
で
は
こ
の
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
を
適
切
に
記
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

若
手
技
術
者
の
中
に
は
そ
の

基
本
を
理
解
し
て
い
な
い
ケ

ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
記
載

す
る
位
置
は
表
と
グ
ラ

フ
／
図
で
異
な
る

　
ま
ず
第
一
歩
と
し
て
知
っ

て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
が
、
「
技
術
報
告
書
に
お

け
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
記
載

位
置
」
で
す
。
こ
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
の
位
置
は
、
表
と
グ

ラ
フ
／
図
で
異
な
る
た
め
で

す
。
技
術
報
告
書
に
お
け
る

表
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
表

の
上
」
、
グ
ラ
フ
／
図
は

「
グ
ラ
フ
／
図
の
下
」
に
記

載
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
技
術

報
告
書
に
限
ら
ず
中
高
生
の

各
レ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

学
術
論
文
で
も
一
緒
で
す
。

一
般
的
に
は
中
高
生
の
授

業
、
大
学
で
あ
れ
ば
普
段
の

授
業
に
加
え
、
卒
業
研
究
を

行
う
研
究
室
で
必
ず
指
導
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
が
で
き

て
い
な
い
と
、
技
術
報
告
書

の
中
身
以
前
に
そ
の
体
裁
が

整
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象

に
よ
っ
て
、
質
が
低
い
と
い

う
判
断
を
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
社
内
の
技
術

報
告
書
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
委
託
業
務
の
成
果
物
と

し
て
顧
客
に
提
出
す
る
結
果

報
告
書
で
上
記
の
よ
う
な
も

の
を
提
出
し
て
し
ま
う
と
、

顧
客
か
ら
の
技
術
的
な
常
識

を
疑
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
技
術

者
育
成
に
お
い
て
は
こ
の
よ

う
な
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い

て
も
、
念
に
は
念
を
入
れ
る

形
で
教
育
を
し
て
お
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
見
れ

ば
表
や
グ
ラ
フ
／
図
の

概
要
が
分
か
る
よ
う
に

　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

留
意
す
べ
き
は
記
載
位
置
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
の
そ
も
そ
も
の
役

割
で
あ
る
「
そ
れ
を
読
め
ば

概
要
が
分
か
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
技
術
者
は

「
自
分
が
分
か
っ
て
い
る
か

ら
読
者
も
分
か
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
潜
在
意
識
に
よ
り
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
淡
泊
に
書

き
す
ぎ
る
た
め
、
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
代
表
的
な
事
例
を
以
下

に
示
し
ま
す
。

■
何
に
関
す
る
も
の
な
の
か

を
つ
か
め
る
よ
う
に
す
る

↓
予
測
値
と
実
測
値
の
比
較

で
あ
り
、
そ
れ
が
温
度
変
化

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
に
は
、
「
温
度
変
化

の
回
帰
分
析
に
よ
る
予
測
値

と
実
測
値
と
の
比
較
グ
ラ

フ
」
と
い
っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
一
案
。
「
温
度
変
化
の

グ
ラ
フ
」
だ
け
だ
と
、
概
要

が
分
か
ら
な
い
。

■
複
数
の
グ
ラ
フ
や
図
を
同

時
に
説
明
す
る

↓
（
左
：
○
○
　
右
：
Ｘ

Ｘ
）
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
説
明
を
つ
け
る
。
こ

れ
ら
の
説
明
が
な
い
と
、
デ

ー
タ
の
見
方
が
そ
も
そ
も
分

か
ら
な
い
。

■
参
照
デ
ー
タ
で
あ
る
場

合
、
「
＊
」
等
を
付
け
て
そ

の
旨
表
示
す
る

↓
「
＊
技
術
報
告
書
○
○
―

Ｘ
Ｘ
Ｘ
に
よ
る
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
。
実
際
に
評
価

し
た
も
の
な
の
か
、
過
去
の

デ
ー
タ
か
ら
引
用
し
た
の
か

の
区
別
が
可
能
と
な
る
。

　
技
術
報
告
書
を
読
む
場

合
、
読
者
は
細
か
く
見
る
よ

り
も
、
ま
ず
図
表
と
結
論
の

部
分
で
概
要
を
把
握
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
行
お
う
と
し

ま
す
。
そ
の
際
の
理
解
を
助

け
る
の
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
な
る
の
で
す
。
本
文
を
読

み
込
ま
な
く
て
は
概
要
が
つ

か
め
な
い
も
の
だ
と
、
読
む

側
に
解
読
す
る
た
め
の
労
力

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
技
術

報
告
書
の
理
解
を
手
助
け
す

る
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
技
術
報
告
書
の
作
成
力
は

技
術
者
に
と
っ
て
最
重
要
の

ス
キ
ル
の
一
つ
で
す
。
一
言

で
言
え
ば
論
理
的
思
考
力
で

す
が
、
そ
の
論
理
的
思
考
力

の
本
質
は
、
「
感
情
や
私
情

を
排
除
し
、
ど
こ
ま
で
客
観

的
事
実
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
ら
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
本
観
点
に
お

い
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う

の
は
、
そ
の
書
類
の
質
を
示

す
一
指
標
に
な
る
と
同
時

に
、
上
記
の
本
質
を
担
う
重

要
な
一
要
素
で
も
あ
る
の
で

す
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

人とAIの連携で製造・流通を牽引

インフォアジャパン株式会社ソリューションコンサルティング本部本部長

佐藤幸樹

著者寄稿
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方㍍）。鉄骨造地上2階。2024年7月着工予定。2025
年10月31日竣工予定。

■�アミタホールディングス、福岡県北九州市の
北九州製造所でシリコン再資源化設備を増設

　アミタホールディングスは、アミタサーキュラーの
北九州循環資源製造所に、シリコン切削屑を含むスラ
リーをリサイクルするシリコン再資源化設備の3号機
を増設した。今後は3機体制で製造量前年比120%を
目指し、シリコンアイランド九州における半導体産業
のサーキュラー化の加速を目指す。

■�JR九州、福岡県北九州市に新車両基地を建
設

　JR九州は、小倉総合車両センター（福岡県北九州
市小倉北区金田）の移転に伴い、新車両基地を建設す
る。
　小倉総合車両センターは、同社の全ての在来線車両
の解体検査、更新および改造工事などを行う車両基地
として、1891年の開設から約130年が経過しており、
施設・設備の老朽化に対応をする必要があった。それ
に対し同社は、日本貨物鉄道（JR貨物）が保有して
いる東小倉駅（貨物駅）の用地を取得し、小倉総合車
両センターの機能を移転する。
　新車両基地は、新技術の導入および効率的な検査ラ
インの構築によるコンパクトな車両基地とし、検査日
数の短縮および省人化による効率的な車両検査を実
現。太陽光エネルギーの活用およびZEB化の実現に
よる環境への貢献を行う。
　投資額は、約480億円。2031年度末頃竣工予定。

■�赤城乳業、埼玉県大里郡にアイスクリームの
新工場建設　2028年稼働予定

　赤城乳業は、埼玉県大里郡寄居町用土にアイスクリ
ームの新工場を建設する。
　新工場は、①環境に配慮し地域と共存する工場、②
未来に向けた新たな商品を展開、③商品の品質・安全
性向上、④生産効率の向上、⑤省エネ、自動化を実現
をコンセプトとする。完成後は、深谷と本庄千本さく
ら「5S」、寄居町新工場の3工場体制により生産能力
は現在の1.5倍になる予定。
　敷地面積は、3万7600平方㍍。2026年着工、2028
年稼働予定。

■�古河電気工業、平塚工場とフィリピン工場に
データセンタ向け水冷モジュール製造工場を
新設

　古河電気工業は、デ
ータセンタ向け放熱・
冷却製品（ヒートシン
ク）の開発拠点である
平塚工場（神奈川県平
塚市）と、主力生産拠
点であるフィリピン工
場と同じLaguna工場
団地内に、データセンタ向け水冷モジュールの製造工
場を新設する。
　近年は生成AI市場の著しい成長を背景に、データ
センタの高発熱化に対応する高性能なヒートシンクへ
の要求が高まっている。従来は空冷方式が主流だった
が、今後は流路を設けたコールドプレートを素子面に
搭載して水などの液体を循環させて熱を回収する水冷

国内

■�東芝エネルギーシステムズ、神奈川県の浜川
崎工場とインドで送変電機器の生産能力を増
強

　東芝エネルギーシス
テムズは、世界的な再
生可能エネルギーの導
入拡大などによる送変
電機器の需要が拡大し
ていることを受け、同
機器の国内外の製造拠
点において増産投資を行う。浜川崎工場（神奈川県川
崎市）とインドの東芝電力流通システム・インド社に
おいて、2024年度から2026年度までの3年間で総額約
200億円の投資を行い、両拠点の生産能力をそれぞれ
23年度比で約1.5倍に引き上げる。またTTDIでは24
年度上期中に避雷器の製造設備を新設し、下期から
TTDI製避雷器の販売を開始する。

■�ヤクルト本社、千葉県四街道市のちばリサー
チパークに新工場

　ヤクルト本社は、生産子会社である千葉ヤクルト工
場の新工場建設工事を開始した。
　現在稼働中の千葉ヤクルト工場（千葉県四街道市）
は、1969年に操業を開始した工場で、建物などの老
朽化に加えて、敷地面積や建物構造などの制約もある
ことから、今回、ちばリサーチパークに新工場を建設
する。
　新工場では、顧客の多様なニーズに対応可能な生産
体制を構築し、たCO2排出量のさらなる削減、プラス
チック資源循環の積極的な推進および水使用量削減技
術の確立など、環境施策も推進する。敷地面積は、
10万9707平方㍍。延床面積は、4万1104平方㍍。
2024年7月着工、2027年春操業開始予定。

■�仙波糖化工業、栃木県真岡市に新工場
　仙波糖化工業は、栃木県真岡市寺内の真岡てらうち
産業団地に新工場を建設する。土地の取得価額は約
16億6600万円。土地面積は約6万6376平方㍍。2027
年3月土地引き渡し予定。

■�三協立山、富山県射水市の新湊東工場でアル
ミ押出しラインを増築　

　三協立山は、富山県射水市の三協マテリアル社の新
湊東工場を増築する。

コスト削減および生産量・出荷量の拡大を図り、収益
改善・安定化を目指す。
　総投資額は、約230百万米㌦（約345億円）、2024
年12月工事開始、2027年1月稼働開始。

■�ニップン、ベトナムに業務用プレミックス製
品の新工場

　ニップンは、ASEAN地域での業務用商品などの販
売拡大を図るため、ベトナムに生産と販売を担う子会
社を設立する。
　同社は、1996年にR&D機能を持つ販売会社をタイ
に設立し、2008年には同国でプレミックス工場を竣
工。2014年にはインドネシアに販売会社を設立し、
2023年には同国でプレミックス工場を稼働し、順調
に業容を拡大してきた。今回、ベトナムに新工場を設
立することにより、ASEAN域内での供給体制を盤石
なものとし、より一層の安定供給を図り、ベトナム国
内での取り組みも強化していく。
　新工場では各種業務用プレミックスを生産し、年間
生産能力は4300㌧。敷地面積は1万7767平方㍍。
2027年工場稼働予定。

■�ヤクルト本社、アメリカジョージア州バート
ウ郡にアメリカヤクルト第2工場を建設

　ヤクルト本社は、100％子会社のアメリカヤクルト
において、「ヤクルト」「ヤクルトライト」を生産す
るアメリカヤクルト第2工場を建設する。
　アメリカヤクルトの販売実績は、販売エリアの拡大
とともに順調に伸長し、今後もさらなる伸長を見込ん
でおり、新工場の建設によって生産体制を強化すると
ともに、需要増加に対応していく。敷地面積は、約
21万4000平方㍍。建築面積約は、2万平方㍍。延床面
積約は、2万4000平方㍍。投資金額は、397百万㌦
（予定）。2026年9月生産開始予定。

■�日本触媒、インドネシアで高吸水性樹脂
（SAP）の製造設備を増設

　日本触媒は、インドネシア子会社PT. NIPPON 
SHOKUBAI INDONESIA（NSI）で高吸水性樹脂の
製造設備を増設する。
　高吸水性樹脂（SAP）は、紙おむつの原料として
グローバルで需要が堅調に伸びており、特に人口増加
が見込める地域においては、さらに旺盛な市場伸長が
見込まれている。NSIでは、2023年4月にSAPの原料
でもあるアクリル酸（AA）の製造設備を年間10万㌧
増強し、増強後は同24万㌧まで生産能力を引き上げ
ており、AAからSAPを一貫生産する強みを生かし、
今回SAPの増設を行う。
　また兵庫県姫路
市のSAPプラン
トのうち、生産性
の低い旧型設備に
ついては、今後、
必要に応じて停止
措置を行い、グル
ープでの全体最適
を図る。
　設備投資額は、
約 1 億 1 0 0 0 万 ㌦
（約160億円）。
2 0 2 7 年 1 月 末 完
工、2027年7月商
業運転開始。

　 今 回 の 増 築 で
は、新規のアルミ
押出ラインを増設
し、中長期で成長
が見込まれるEV
市場に向けたアル
ミ形材の供給能力
増強を目的とし、
2025年10月末の
竣工を目指す。
　投資予定額は約
120億円。建築面
積 は 増 築 分 1 万
2862平方㍍（工
場全体2万6566平

方式の適用割合が増加すると見られている。
　それに対し同社は、2026年度の水冷方式の量産開
始に向けて、平塚工場とフィリピンのLaguna工業団
地内にデータセンタ向け水冷モジュールの製造工場を
新設する。水冷モジュールの売上は、2026年度60億
円、2027年度250億円を計画している。

■�ウーケ、富山県下新川郡に無菌包装米飯の製
造工場

　ウーケは、富山県下新川郡入善町に無菌包装米飯製
造の第4期工場を新設する。生産能力は年産4000万食
で、今回の増設により設備生産能力を3割増の年間約
1億6000万食に引き上げ、輸出については年間600万
食を目指す。
　地上2階鉄骨造りで、建築面積は2994平方㍍、延床
面積は4243平方㍍。工期は、2024年7月10日～2025
年3月17日、2026年4月量産開始予定。総工費は約60
億円。

■�浜松ホトニクス、静岡県浜松市の都田製作所
の新棟が完成

　浜松ホトニクスは、半導体レーザの生産能力を増強
するために建設していた都田製作所（浜松市浜名区新
都田）の新棟が完成した。
　新棟では、事業所内に点在している半導体レーザの
後工程を集約し、製造エリアを拡張して需要の拡大に
対応。製造工程間の作業動線を最適化し、最新の製造
装置や検査装置を導入し、工程の自動化や効率化を促
進することで生産性向上を図っている。
　また、耐震構造を採用し災害対策を強化するととも
に、断熱構造や太陽光発電設備、高効率機器などの環
境対策を積極的に取り入れた建物となっている。
2024年11月稼働予定。
　鉄骨造、地上4階。建築面積は1790平方㍍、延床面
積は6720平方㍍。総工費は約41億円。

海外

■�JCU、タイに表面処理薬品・装置製造の新工
場

　JCUの連結子会社のJCU（THAILAND）CO.,LTD
は、タイ・チョンブリー県に表面処理薬品・装置の新
工場を建設する。タイでは、プリント基板の需要が拡
大していくと見込まれており、新工場の建設で既存の
タイ工場の移転・集約を予定している。
　総投資額は約33億円、敷地面積は、約2万2000平方
㍍。2027年度竣工予定。

■�共英製鋼、米国で製鋼工場の新設と圧延工場
設備を一部改造

　共英製鋼は、米国の連結子会社であるビントン・ス
チール社の製鋼工場の新設と圧延工場設備の一部を改
造する。
　同社は、北米事業の強化を目的とした設備投資を検
討しており、ビントン・スチール社は設備老朽化が課
題となっていた。今回、設備老朽化への対応と設備能
力増強を目的として、製鋼工場の新設および圧延工場
設備の一部改造を実施し、生産性の改善による大幅な
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